








































  本論文の研究成果は，17の図と 10の表で明確に示され，それぞれ適切に説明されてい
る．論文の結果は，（１）炭素飢餓条件下における光依存的生残，（２）紅色光合成細菌に
おける種依存的生残性の違い，（３）Rhodopseudomonas palustris飢餓細胞の代謝産物お
よび転写産物の全体像への光の影響，の 3 つの章に分けて，多方面の実験結果からまとめ
られている．関連の深い先行研究を網羅して引用し，それらとの関係で，本論文の新規性
や意義を明確に論じている．今後の研究への展望も，適切に述べられている．英文も明解
であり，博士学位論文としての完成度は高い． 
 
４ 審査の結論 
 本論文は，非増殖期の光合成細菌の生残に光による ATP供給が重要であるという仮説を，
初めて実験的に検証した．また，種によっては光による ATP供給がない暗中でも長い期間
生残することを，種間比較を行うことにより示した．さらに，非増殖期の暗中でも代謝が
進行し，生残のためのタンパク質合成が進んでいることを示した．これらの発見は，微生
物の生態学および生理学において大きな意義を持つ．本論文の内容の一部は，すでに英文
学術雑誌に審査のうえ受理されており，残りの部分も，今後公表されるに十分値する内容
を含んでいる．よって，本論文は博士（理学）の学位に十分値すると判定した． 
 
５ 最終試験の結果 
 本学の学位規則および生命科学専攻内の申し合わせに従って最終試験を行った．公開の
席上で論文内容を発表し，生命科学専攻教員による質疑応答をもって論文内容および関連
分野についての最終試験とし，合格と判定した． 
 
